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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　勤労者のため予防医療研修がある。運動指導と栄養指導の研修であり運動指導は、基本的に全員参加で参加料は５００円（自己負担）である。栄養指導は、職員検診で生活習慣病予防の必要性を指摘された職員及び栄養士（研修費は法人負担）他にも希望者は自由に参加できる。（希望者の参加は自己負担）講師はいずれも青森労災病院勤労者予防の医療部スタッフである。日程などは決定次第お知らせする。　　　　　　　　　　　　　　

· 青仁会ふれあい秋祭りが10/7日（土）、雨天時は翌10／8日（日）の予定。　　　　　　　　　　　　　　　

＜外来情報＞　

· 横町　浩様～体重は89kg～90kgを行ったり来たりしている。「運動、水泳は以前していたが今はし

ていない」と話している。　　　　　　

· 田澤　勝敏様　～右耳下腺の腫れについては日赤病院で血液、尿検査施行。8／１（火）MRIの検査をし、検査結果は8/8（火）にわかるとの事。

· 種本　サハ様～「熱い食べ物を食べたので、舌が爛れて痛い。」と訴えあり。以前、耳介部の湿疹に処方されたオイラックス軟膏を舌につけていたとのことで、主治医より「それは外の皮膚に使うもの」と説明あり、アフタゾロン軟膏が処方される。

· 田名部　一樹様～「夜間3回ほど起きる。再発ですか？」と話す。主治医より、「再発じゃない。再入眠出来ているから大丈夫。夏だからしかたがない。」と説明ある。8／4（金）は用事があり、外来受診できないため2週間分処方されている。

・　関　秀治様～「尿失禁は無くなった。青山荘の役員の仕事が終わった。」と話している。精神症状が安定しているため、夕食後のレボトミンが減薬される。　　　　　　　
＜利用者様情報＞

· 浜飯　政昭様～昨日、デイナイトケア退所途中に青山荘付近で立小便をしていたとの事で、青風荘へ情
　　　　　　　報提供している。

· 小笠原　富治様～本日37度台の発熱あり、デイナイトケアを欠席している。昨日デイナイトケア利用時は鼻汁の訴えあり、「ぬるい風呂に入った」と話していたため青風荘へ情報提供している。

· 杉澤　恵子様～フルーツの缶詰を持参されており、糖尿病の為間食禁である事と利用時に必要ないものは持ち込まないよう伝えている。

· 関　秀治様～状態も安定している為、本日の外来受診にて夕食後のレボトミンが止めとなった事を報告されている。また、本人が気にしていた夜間の尿漏れについては、今週は無いとの事。

（H19.2月の青山荘退所に向け、今後のデイケアでのアプローチとして）

1 プログラムの中で、特に自主活動等を利用し個別に課題を設定していく。

2 プログラム以外での個別的援助　→　個別的な役割を与える。

⇒上記2点を含め、本人、担当スタッフ間で検討予定

· 山田　健次様～外来受診時、主治医へうみねこ幸房を辞めたいと話している。通所スタッフへは、うみねこ幸房で取り組んでいたアンデルセン作業が難しくなり、作業効率も上がらない事から、「給料も０が並んでかっこ悪い」とも話している。現在、日中過ごす場として、うみねこ幸房を利用しているが、辞めた後にどう過ごすかについては、兄様が経営（繊維関係）している工場を手伝い、夕方からナイトケアへ通いたいとの事。昼食については、コンビニを利用したり、兄様の工場を手伝うと昼食は準備してくれると考えている様子。週末にお兄様宅へ行き、幸房退所について相談して来ると話されている為、お兄様と相談後、幸房スタッフ及びナイトケアスタッフと再度話し合うように説明している。

＜事例検討＞

中村　与一郎様　（30）　統合失調症　デイナイトケア利用中

＃1課題に対し、過度に取り組み、過剰に役割を負う

⇒・プログラム内容問わず、休まず参加できている。

　・疲労感がある場合は、休憩時に横臥されるなど適度に休息を取る事が出来ている。

＃2起床時間に遅れる

⇒・起床時間を毎日記録し、スタッフに確認してもらう事で、5月～6月は少し早目に起床出来ていたが、7月に入り朝食時間ギリギリに起床している。

（7月の個人目標）
· デイナイトケアでのプログラム、日課を無理なく継続する。

· 疲労感やストレスを感じた場合は適度に休息を取る。

（デイケア選択プログラム（運動B）参加希望について）

· デイナイトケアでの参加状況、病状が安定していれば体験してみても良いのではないか。体験してみて、本人に過剰な負荷がかかるようであれば中止していく。

· 特別プログラム参加について、本人の明確な課題（目標が）が設定できていない。

· デイナイトケアメンバーの中での本人の位置付けから見ると、自己評価は自然と高くなる。デイケアで同年代のメンバーの中で自己評価する機会を与えても良いのでは。

⇒　上記の点を踏まえて本人と再度話し合いを行う。又、デイケアの選択プログラム参加の目的と、参加による効果・今後の方向性などについて本人と面談し、導入に対してスタッフ間で検討する。

